
道州制ビジョン懇談会

区割り基本方針検討専門委員会の開催について

平成２０年９月１９日

内閣官房副長官補決裁

１ 趣旨

道州制ビジョン懇談会は、道州制の導入に関する基本的事項を議論

し、３月２４日に「道州制ビジョン懇談会中間報告」を取りまとめ、

その中で「区域の決定は、道州制の重要事項であるため、その過程に

おいては、本懇談会の審議状況を踏まえ、必要に応じ、専門委員会

（区割り基本方針検討委員会）を設け、透明性のある基準を設定し、

速やかに基本方針の報告をこの委員会に求め」ることとされている。

こうした経緯を踏まえ、道州制における区割りの基本方針等につい

て具体的検討を行うため、本委員会を開催する。

２ 検討内容

地域主権型道州制における区割りの透明性のある基準、基本方針

３ 構成員等

（１）別紙のとおりとする。

（２）委員会では、その必要に応じ、関係者の出席を求め、意見を聴

取することができる。

４ 庶務

懇談会の庶務は、総務省の協力を得て、内閣官房において処理する。
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（新潟大学大学院実務法学研究科教授）田村 秀

（東京新聞・中日新聞論説委員）長谷川 幸洋

（関西大学経済学部教授）林 宏昭

＜別紙＞


